
OSX-1 カスタマイズしよう！を
SX-1 W-SIM 利用したダイアルアップアダプタですが、内部に開発環境を内蔵した小さなネットワークシステム

としてユーザーが自由にプログラムする事が可能です。このパンフレットを参考にして SX-1 カスタマイズしてみて

下さい。

出荷時の には -SIM インターネットに接続するためのファームウェアが書き込まれていますが、 SX-1

はファイルを転送してファームウェアを書き換える機能があります。この機能を利用して SX-1 C 語を書き込んで

ユーザーが自由にプログラムできる開発環境を構築します。 SX-1 リカバリ操作を行えばいつでも工場出荷状態

に復帰させることが出来ますので安心して実験できます。リカバリ操作は SX-1 マニュアルをご覧下さい。

ＯＳＸ－１の開発元のサイレントシステムのサイト から serProgram.bin

SIlentC_Registry 二つのファイルを入手します。後者のファイルはダウンロード後にリネームの必要がありますので

ご注意下さい。この２つのファイルをパソコンの ドライブのルートに置きます。

SX-1 マニュアルに従ってパソコンに SX-1 接続して電源を入れます。 ttp://192.168.1.10 設定ページにア

クセスできる事を確認して下さい。次にコマンドプロンプトを起動して D ¥ コマンドを入力して nter 押します。する

とコマンドプロンプトが :¥ になるはずです。 ir マンドで上記の２つのファイルがあるか確認して下さい。次に以下

の ftp マンドでファイルを転送します。

OSX-1 AC ダプタを差しなおして SX-1 再起動します。通常は黄色になる電源 ED 緑に点灯すれば書き換え

は成功です。

コマンドプロンプトから elnet 192.168.1.10 入

力して nter 押します。 ilentC バージョンと K ロンプトが表示されれば成功です。コマンドプロンプトの elnet

画面が小さいので可能であればハイパーターミナルや eraTerm どの indows の elnet ライアントを利用する事

をお勧めします。昔の ASIC 同様にダイレクト実行が可能です。まず ave Main いうコマンドで空の ain いうファ

イルを作成しておきます。次に以下のコマンドを入力してみて下さい。期待通りの結果になれば成功です。

このように ilentC 昔ながらの ASIC ようにコマンドを入力すると即時実行します。

SX-1 前面にあるスイッチを押すと ED 点滅するというシンプルなプログラムを作成してみます。まず K ロン

プトが出ている時に ew マンドを入力してから以下の短い プログラムを入力して下さい。
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STEP1 会話型開発環境 ilentC 導入します

STEP2 SilentC 使ってみましょう

SETP3 かんたんなプログラムを作ってみましょう
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(1) 発用のファイルを入手します

(2)OSX-1 ファイルを転送し

開
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(http://www.silentsystem.jp/)

telnet 利用して SX-1 会話型開発環境 ilentC アクセスします。

問い合わせには で答えます。

再起動します

C:¥>tftp-i192.168.1.10putUserProgram.bin

C:¥>tftp192.168.1.10putSilentC_Registry

;for(i=0;i<100;i++)PrNum(i);}
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10main(){*0x8d=128;*0x252=8;for(;;)*0x250=*0x8f&128?0:8;}
次に ist マンドを利用していま入力したテキストが正確に入力されているか確認して下さい。 dit10

コマンドを入力するとカーソルの左右を利用して文字単位で間違いを修正できます。次に コ

マンドで上で入力したプログラムをファイルに書き出します。 コマンドを

入力すると実行が開始されます。 SX-1 面ボタンを押して ED 点灯すれば成功です。このプログラムは無

限ループですので TRL+C 実行を中止してから bort 入力して K ロンプトに戻ります。
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STEP4 OSX-1 メールを送信させてみましょうに
にはネットワークを利用するプログラムが容易に作成できるようにソケットライブラリが実装されています。こ

のライブラリを利用して MTP ーバーにアクセスしてメールを送信するプログラムを製作してみましょう。まず先ほど

作成した ain いうファイルを elete Main いうコマンドを入力して削除します。

ＯＳＸ－１の開発元のサイレントシステムのサイト から sxSample1.lzh いうファイルを

ダウンロードして解凍すると ain SMTP SmtpState.h 3 のファイルが出てきます。これらのファイルを以下の

tftp マンドを利用して SX-1 転送します。先ほど同様に つのファイルを ドライブのルート ¥) 移してコマンドプロ

ンプトを起動して d ¥ カレントディレクトリを に移動させてから一つずつファイルを SX-1 転送します。

un マンドを入力すると実行を開始します。 SX-1 インターネットに接続されている状態で前面ボタンを押すと先

ほど自分で指定した MTP ーバーにアクセスして指定のアドレスにメールを送ります。もし MTP ーバーが見つか

らない場合には vr? いうエラーメッセージが出ます。またメール送信中は画面に MTP ーバーからの返答が表示

されます。ボタンを押すたびに毎回メールを送信します。
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(1) ール送信用のプログラムを入手しますメ
(http://www.silentsystem.jp/)

いま転送したファイルを修正します。 elnet SilentC アクセスします。 nter 押すと K ロンプトが出る事を確認

して下さい。出なければ再度 elnet 接続してみて下さい。次に で先ほど上記の操作でパソコンから転送し

た ain 編集できるようにします。 ist OSX-1 らメールを送信する簡単なプログラムが表示されます。 dit 20

2 目を編集します。メールを送る宛先メールアドレスと利用可能な MTP ーバー名の文字列を修正します。修正

が終わったら必ず コマンドで編集結果を保存してください。問い合わせには で答えます。

以下にメール送信サンプルの ain ログラムのリストと解説を記しますので参考にして下さい。

// Mail send sample

char *MailTo="mail@domain.jp", *Server="smtpserver.jp", SmtpState;

main(){char soc,stat;*0x8d=128;

for(;;){while(*0x8f&128)SystemSleep();

soc=CreateSocket(1);if(soc<0){PrStr("Soc?");return;}

if(Connect(soc,GetHostByName(Server),25)<0){PrStr("Name?");return;}

PrStr("Connect¥r¥n");SmtpState=1;

for(;;){

stat=SMTP::SmtpHandler(soc);if(stat<0¦¦stat==1)break;SystemSleep();

}

CloseSocket(soc):

}

}

OSX-1 入手が困難な場合にはサイレントシステムの S-1+OSIO-1 利用すれば同様にカスタマイズが可能です。

シリアル接続も利用可能です。 S-1 は出荷時から ilentC 書き込まれていますので TEP2 ら始めて下さい。

C:¥>tftp192.168.1.10putMain

C:¥>tftp192.168.1.10putSMTP

C:¥>tftp192.168.1.10putSmtpState.h

(2) 分の環境に合わせてプログラムを修正します

(3) 面ボタン操作で SX-1 らメールを送信してみます
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load Main

save

STEP5 サンプルのソースを理解しましょう

// ーザーが修正する変数です

// 数宣言とボタンのポート設定

// 面ボタンが押されるまで待つ

// ケットを生成する。エラーなら終了

//TCP/IP SMTP ーバーに接続

// 続完了表示及び MTP テート初期化

//SMTP ンドラループ

//SMTP イブラリコールと終了判定

// り値が負ならエラー、 なら送信終了

// ケットを開放

// タン待ちループ
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